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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第１部門第２区分
【発行日】平成24年11月29日(2012.11.29)

【公開番号】特開2011-83436(P2011-83436A)
【公開日】平成23年4月28日(2011.4.28)
【年通号数】公開・登録公報2011-017
【出願番号】特願2009-238646(P2009-238646)
【国際特許分類】
   Ａ６１Ｎ   5/10     (2006.01)
   Ａ６１Ｎ   5/06     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ａ６１Ｎ   5/10    　　　Ｈ
   Ａ６１Ｎ   5/06    　　　Ａ

【手続補正書】
【提出日】平成24年10月11日(2012.10.11)
【手続補正１】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００９
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０００９】
　上記目的を達成するためになされた本発明は、シート基材と、前記シート基材上に設け
られ、高分子樹脂中にナノダイヤ半導体粒子が分散された複合材料からなる荷電粒子発生
層とを有し、前記荷電粒子発生層が、複数のストライプ状のパターン、格子状のパターン
、複数の同心円状のパターン、又は、連続した螺旋状のパターンのいずれかからなる健康
医療用貼付シートである。
　本発明では、前記シート基材は、一方の表面に前記荷電粒子発生層のパターンを支持す
るパターン支持層が設けられ、他方の表面に当該シートを貼付対象物に装着するための装
着面が設けられている場合にも効果的である。
　また、本発明は、シート基材と、高分子樹脂中にナノダイヤ半導体粒子が配合された複
合材料とを用意し、前記荷電粒子発生層を印刷法によって前記シート基材上に設ける工程
を有する健康医療用貼付シートの製造方法である。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１３
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１３】
　図１及び図２から理解されるように、ナノダイヤ半導体粒子は、体温付近での荷電粒子
放射能及び生体赤外線波長帯域での放射能がトルマリンより大きいため、生体温度効果を
従来技術より大きくすることができる。
　このようなナノダイヤ半導体粒子を用いる本発明の場合、ナノダイヤ半導体粒子を含有
する特定のパターンからなる荷電粒子発生層がシート基材上に設けられていることから、
健康医療用貼付シートを例えば人体のツボの部分に長時間貼り付けることができる。
【手続補正３】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１６
【補正方法】変更
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【補正の内容】
【００１６】
　本発明において、前記荷電粒子発生層のパターンが、前記シート基材の一方の表面のパ
ターン支持層上に設けられ、前記シート基材の他方の表面には、当該シートを貼付対象物
に装着するための装着面が設けられている場合には、このシート基材の装着面を人体の表
面に接触させて固定することにより、接触当初において、ナノダイヤ半導体粒子を含有す
る荷電粒子発生層と人体の表面との温度差が大きく、人体の表面からの熱がシート基材を
介して荷電粒子発生層に伝達されるため、荷電粒子発生層の頂面を人体の表面に接触させ
た場合に比べ、熱電効果に起因する発熱量を大きくすることができる。
【手続補正４】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１７
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１７】
　一方、本発明に係る健康医療用貼付シートを製造するには、シート基材と、高分子樹脂
中にナノダイヤ半導体粒子が配合された複合材料とを用意し、例えば印刷法によって前記
シート基材上に、前記複合材料からなる種々のパターンの荷電粒子発生層を設けるように
すればよく、複雑な工程を必要としないものである。
【手続補正５】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００４６
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００４６】
　この荷電粒子発生層４Ｂは、格子状のパターン４１を有し、この格子状のパターン４１
は、基部２より若干小さい四角形状の枠部分の内側の領域に、例えば等間隔で直交する直
線状の格子パターン４２ｘ，４２ｙが形成されて構成されている。
　そして、これにより、格子状のパターン４１の枠部分及び格子パターン４２ｘ，４２ｙ
、並びに格子パターン４２ｘ，４２ｙ同士によって囲まれた複数の開口部４ａを介してパ
ターン支持層３の表面がそれぞれ露出するようになっている。
【手続補正６】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００４７
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００４７】
　本実施の形態の場合、荷電粒子発生層４Ｂの格子状のパターン４１の幅は特に限定され
ることはないが、熱電効果を向上させる観点からは、できるだけ大きくすることが好まし
い。ただし、後述するように、健康医療用貼付シート１Ｂの使用方法によっても熱電効果
の発生条件が異なってくる。
【手続補正７】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００４８
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００４８】
　本実施の形態の場合、荷電粒子発生層４Ｂの格子状のパターン４１の幅は、０．２ｍｍ
以上１．５ｍｍ以下とすることが好ましく、より好ましくは、０．３ｍｍ以上１．０ｍｍ
以下である。



(3) JP 2011-83436 A5 2012.11.29

　荷電粒子発生層４Ｂの格子状のパターン４１の幅が０．２ｍｍ未満の場合は、熱電効果
が発生しなくなるとともに、印刷法ではパターン形成が困難になることがあり、他方、１
．５ｍｍを超えると、コスト高になる。
【手続補正８】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００４９
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００４９】
　さらに、荷電粒子発生層４Ｂの格子状のパターン４１間のピッチ（隣接する格子状のパ
ターン４１の中央部間の距離）は、荷電粒子発生層４Ｂの格子状のパターン４１の幅を考
慮して設定されるものであるが、０．５ｍｍ以上３．０ｍｍ以下とすることが好ましく、
より好ましくは、１．０ｍｍ以上２．０ｍｍ以下である。
　荷電粒子発生層４Ｂの格子状のパターン４１間のピッチが０．５ｍｍ未満の場合は、コ
スト高になり、他方、３．０ｍｍを超えると、熱電効果が発生しなくなることがある。
【手続補正９】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００５０
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００５０】
　一方、荷電粒子発生層４Ｂの格子状のパターン４１の高さは、５μｍ以上２０μｍ以下
とすることが好ましく、より好ましくは、１０μｍ以上１５μｍ以下である。
　荷電粒子発生層４Ｂの格子状のパターン４１の高さが５μｍ未満の場合は、熱電効果が
発生しなくなるとともに、印刷法ではパターン形成が困難になることがあり、他方、２０
μｍを超えると、コスト高になる。
【手続補正１０】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００５９
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００５９】
　本実施の形態においては、例えば真円形状の基部２上の全面にパターン支持層３が設け
られ、このパターン支持層３上に、例えば基部２の中心点を中心とする連続した螺旋状の
パターン４４が設けられている。
　本実施の形態の場合、荷電粒子発生層４Ｄのパターン４４の幅は特に限定されることは
ないが、熱電効果を向上させる観点からは、できるだけ大きくすることが好ましい。ただ
し、後述するように、健康医療用貼付シート１Ｄの使用方法によっても熱電効果の発生条
件が異なってくる。
【手続補正１１】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００８５
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００８５】
　また、シート基材上に螺旋状のパターンを形成した試料に関しては、シート基材の荷電
粒子発生層を人体に接触させた場合には、パターンの中央部分の皮膚表面温度と各試料の
周囲の皮膚表面の温度差の最大値が１．９４℃であるのに対し（試料４－２）、シート基
材の基部裏面を人体に接触させた場合には、同温度差の最大値が２．１７℃まで上昇して
いる（試料８－１）。



(4) JP 2011-83436 A5 2012.11.29

【手続補正１２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００８９
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００８９】
１Ａ，１Ｂ，１Ｃ，１Ｄ…健康医療用貼付シート、２…基部、２ｅ…裏面（装着面）、３
…パターン支持層、４Ａ，４Ｂ，４Ｃ，４Ｄ…荷電粒子発生層、５…シート基材、４０…
ストライプ状のパターン、４１…格子状のパターン、４２ｘ，４２ｙ…格子パターン、４
３…同心円状のパターン、４４…螺旋状のパターン
【手続補正１３】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　シート基材と、
　前記シート基材上に設けられ、高分子樹脂中にナノダイヤ半導体粒子が分散された複合
材料からなる荷電粒子発生層とを有し、
　前記荷電粒子発生層が、複数のストライプ状のパターン、格子状のパターン、複数の同
心円状のパターン、又は、連続した螺旋状のパターンのいずれかからなる健康医療用貼付
シート。
【請求項２】
　前記シート基材は、一方の表面に前記荷電粒子発生層のパターンを支持するパターン支
持層が設けられ、他方の表面に当該シートを貼付対象物に装着するための装着面が設けら
れている請求項１記載の健康医療用貼付シート。
【請求項３】
　請求項１又は請求項２のいずれか１項記載の健康医療用貼付シートを製造する方法であ
って、
　シート基材と、高分子樹脂中にナノダイヤ半導体粒子が配合された複合材料とを用意し
、
　前記荷電粒子発生層を印刷法によって前記シート基材上に設ける工程を有する健康医療
用貼付シートの製造方法。
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